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企
業
内
の
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

考
え
る
場
合
に
、
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉

と
い
っ
た
公
式
の
場
や
、
労
使
協
議
制
と
い

っ
た
公
式
な
い
し
準
公
式
の
場
の
労
使
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
の
企
業

に
お
い
て
は
、
人
事
部
門
が
労
使
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
な
機
能
や
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

問
題
意
識
に
立
っ
て
、
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
」
と
表
記
す

る
）
で
は
、
国
内
の
大
手
企
業
の
人
事
担
当

部
長
を
対
象
に
、
労
使
関
係
や
人
事
部
の
機

能
と
役
割
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
郵
送
に
よ
る
質
問
紙
調
査
を
行
い
、

九
二
二
社
か
ら
回
答
を
得
た（
１
）。
以
下
で

は
こ
の
「
企
業
に
お
け
る
人
事
機
能
の
現
状

と
課
題
に
関
す
る
調
査
」
の
調
査
結
果
（
以

下
「
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
」
と
表
記
す
る
）
を

紹
介
す
る
。

１ 

．
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
概
況

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
労
使
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
つ
き
、
労
働
条
件
だ
け
で
な
く
経
営

に
関
す
る
事
項
ま
で
も
議
論
す
る
労
使
協
議

の
歴
史
は
古
く
、
明
治
期
に
お
け
る
初
期
の

経
営
参
加
で
あ
る
職
工
の
互
選
に
よ
る
委
員

会
に
遡
る（
２
）。
労
使
協
議
制
は
、
企
業
の

組
織
の
複
雑
さ
（
階
層
の
多
さ
）
に
応
じ
て

事
業
所
、
職
場
レ
ベ
ル
で
分
化
し
、
製
造
業

な
ど
で
は
、
事
業
所
レ
ベ
ル
の
生
産
計
画
が

職
場
レ
ベ
ル
で
承
認
さ
れ
る
と
い
う
組
織
の

階
層
構
造
の
上
下
を
逆
転
し
た
よ
う
な
意
思

決
定
過
程
を
持
つ
場
合
も
あ
る（
３
）。
す
な

わ
ち
、
製
造
業
に
お
い
て
は
、
労
使
協
議
が

生
産
に
関
す
る
意
思
決
定
に
深
く
関
与
し
て

お
り
、
労
使
の
協
調
関
係
は
生
産
活
動
と
不

可
分
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
の
結
果
か
ら
、
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
況
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
労
働
組
合
が
あ
る
企
業
は
五
〇
・
六
％

で
あ
り
、
労
使
協
議
を
行
う
仕
組
み
の
あ
る

企
業
は
七
〇
・
四
％
で
あ
っ
た（
４
）。
厚
生

労
働
省
の
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）「
労

使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
の
対
象
企
業
と
ほ
ぼ
同
じ

企
業
規
模
で
あ
る
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に

お
け
る
事
業
所
の
労
使
協
議
機
関
の
設
置
割

合
が
六
四
％
で
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
は

ほ
ぼ
整
合
的
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
使
協
議
を
行
う
仕
組
み
の
あ
る
企
業
に

対
し
て
、
労
使
協
議
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
が
図

１
で
あ
る（
５
）。

「
団
体
交
渉
事
項
を
労
使
協
議
に
よ
っ
て

解
決
す
る
」
と
い
う
団
体
交
渉
代
替
型
の
労

使
協
議
が
六
七
・
二
％
と
最
も
多
く
、「
団
体

交
渉
に
先
立
っ
て
情
報
開
示
・
意
向
打
診
な

ど
を
行
う
」
が
五
四
・
九
％
と
こ
れ
に
続
い

て
い
る
。「
団
体
交
渉
と
は
区
別
さ
れ
た
経

営
等
に
関
わ
る
事
項
を
協
議
す
る
」
と
い
っ

た
純
粋
な
労
使
協
議
は
三
九
・
七
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
①
団
体
交
渉
と
労
使

協
議
の
機
能
の
代
替
性
な
い
し
重
複
、
②
労

使
協
議
の
団
体
交
渉
に
対
す
る
優
位
性
な
ど

が
読
み
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
労
使
関

係
の
中
で
の
労
使
協
議
の
役
割
は
非
常
に
大

き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
労
使
協
議
は
、
一
年
間
で
何
回

ぐ
ら
い
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
の
結
果
か
ら
、
二
〇
〇
六
年
度

の
一
年
間
で
行
わ
れ
た
労
使
協
議
の
回
数
を

見
る
。
記
述
統
計
量
を
見
る
と
、
平
均
値
は

一
二
・
三
回
（
標
準
偏
差
一
九
・
四
）
で
あ

り
、
ほ
ぼ
月
に
一
回
と
い
う
ペ
ー
ス
が
平
均

像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
最
大
値
を

図1　労使協議の役割（複数回答）

企
業
に
お
け
る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

人
事
部
門
の
機
能
と
役
割

―
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Ｐ
Ｔ
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人
事
機
能
の
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と
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す
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」
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み
る
と
年
三
〇
〇
回
と
い
う
企
業
も
あ
る
。

こ
れ
を
度
数
分
布
で
見
る
と
（
図
２
参
照
）、

約
四
割
以
上
が
月
に
一
回
以
上
の
労
使
協
議

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方

で
、
二
カ
月
に
一
回
以
内
と
い
う
ペ
ー
ス
の

企
業
も
約
四
割
あ
る
。

　

労
使
協
議
の
内
容
か
ら
は
、
こ
う
し
た
労

使
協
議
が
労
使
協
調
の
下
で
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
実
際
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
の
結
果
を
見
る
と（
図

３
参
照
）、「
お
お
む
ね
協
調
的
に
協
議
が
行

わ
れ
て
き
た
」
が
六
九
・
三
％
で
あ
り
、「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
協
調
的
に
行
わ
れ
て
き

た
」
の
二
四
・
一
％
を
合
計
す
る
と
、
九
割

以
上
の
企
業
で
協
調
的
な
労
使
協
議
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
調
査
に
回
答
し
た
企
業
と
い
う
バ
イ
ア
ス

も
あ
り
、
こ
の
結
果
が
直
ち
に
日
本
の
労
使

関
係
の
実
態
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

協
調
的
な
労
使
関
係
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る

結
果
と
な
っ
た
。

２ 

．
初
任
配
属
で
強
い
人
事
部

門
の
影
響
力―

管
理
職
レ
ベ

ル
で
は
ラ
イ
ン
と
拮
抗

　

異
動
・
配
置
は
、
個
別
の
労
働
者
の
労
働

条
件
を
決
定
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
労

使
関
係
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
こ
こ

で
は
、
社
員
の
配
置
に
関
し
て
、
人
事
部
門

と
ラ
イ
ン
を
比
較
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
が
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
か
を
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
調
査
の
結
果
か
ら
確
認
し
た
い
（
図
４
参

照
）。
ま
ず
、能
力
や
適
性
が
明
確
で
は
な
く
、

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
多
様
な
選
択
肢
の
あ
る

新
入
社
員
は
、
人
事
の
影
響
力
が
強
く
出
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
、

社
員
の
能
力
や
適
性
が
明
確
に
な
っ
た
非
管

理
職
の
一
般
社
員
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
ラ
イ

ン
の
発
言
力
が
大
き
く
増
し
て
い
る
状
況
が

み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
昔
か
ら
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
管
理
職
に
な
っ
て
し

ま
う
と
人
事
部
門
と
ラ
イ
ン
の
影
響
力
は
拮

抗
し
、
一
種
の
綱
引
き
状
態
に
な
る
の
が
見

て
取
れ
る
。
現
場
と
し
て
は
、
優
秀
な
指
揮

官
を
一
人
で
も
多
く
確
保
し
た
い
と
い
う
切

実
な
要
求
が
あ
る
も
の
の
、
全
社
的
な
見
地

か
ら
は
、
激
変
す
る
環
境
に
応
じ
て
事
業
戦

略
も
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
管
理
職

を
機
動
的
に
配
置
換
え
し
た
い
と
考
え
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
業
戦
略
を
背
景
に

し
た
中
央
集
権
的
な
パ
ワ
ー
が
管
理
職
社
員

の
配
置
に
は
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
始
め

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

３ 

．
他
社
の
人
事
担
当
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン―

濃

厚
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

企
業
は
と
か
く
横
並
び
の
行
動
を
し
が
ち

で
あ
る
。
先
駆
者
に
は
大
き
な
利
益
も
あ
る

が
、
投
資
額
も
大
き
い
。
他
社
に
追
随
し
て

い
れ
ば
様
々
な
リ
ス
ク
も
回
避
で
き
る
。
こ

う
し
た
企
業
の
横
並
び
行
動
に
つ
い
て
、
制

度
派
組
織
論
の
立
場
に
立
つD

iM
aggio 

and P
ow
ell

（
一
九
八
三
）（
６
）
が
、
理
論

的
な
説
明
を
し
て
い
る
。
彼
ら
は
な
ぜ
あ
る

形
態
の
組
織
が
衰
退
し
、
あ
る
組
織
の
形
態

が
存
続
す
る
の
か
を
説
明
す
る
た
め
に
、
組

織
の
同
型
化
（isom

orphism

）
と
い
う
概

念
を
使
っ
て
い
る
。
組
織
の
同
型
化
と
は
、

あ
る
組
織
が
新
し
い
環
境
に
直
面
し
た
と
き

に
、
他
の
組
織
が
と
っ
て
い
る
形
態
と
同
じ

形
態
に
自
ら
の
組
織
を
変
え
て
し
ま
う
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
う
ち
、

こ
の
横
並
び
行
動
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
と
し

て
、
模
倣
的
同
型
化
が
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る

環
境
に
直
面
し
た
組
織
が
、
不
確
実
性
を
回

避
し
よ
う
と
し
て
、
他
の
組
織
を
モ
デ
ル
と

し
て
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
同
型

化
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
人
事
担

当
者
が
、
他
社
の
人
事
担
当
者
と
交
流
す
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
言
え
る
。

人
事
部
門
の
取
り
扱
う
問
題
に
も
不
確
実
性

は
つ
き
も
の
で
あ
る
し
、
他
社
を
模
倣
す
る

た
め
に
は
よ
り
正
確
な
情
報
が
必
要
だ
か
ら

だ
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
で
は
、
人
事
担
当
者

図2　一年間で実施した労使協議の回数

図３　最近５年間の労使協議の状況

図４　配置の決定に関する人事部門の影響力
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が
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て

他
社
の
人
事
担
当
者
と
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
る
か
を
質
問
し
て
い
る
。
回
答
企
業
の
五

四
・
五
％
が
「
他
社
の
人
事
担
当
者
と
定
期

的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
内
容
の
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
結
果

が
図
５
で
あ
る
。

　

最
も
指
摘
率
が
高
か
っ
た
の
は
、「
賃
金
制

度
や
人
事
制
度
、
社
会
保
険
な
ど
の
労
務
管

理
情
報
（
八
二
・
五
％
）」
で
あ
り
、「
求
人

な
ど
の
採
用
に
関
す
る
情
報（
六
一
・
二
％
）」、

「
賃
金
の
相
場
な
ど
労
働
市
場
に
関
す
る
情

報
（
四
八
・
九
％
）」
と
続
い
て
い
る
。「
互

い
の
社
内
に
お
け
る
労
使
関
係
に
関
す
る
情

報
（
三
一
・
四
％
）」
の
指
摘
率
も
低
く
な
く
、

人
事
担
当
者
は
極
め
て
多
く
の
情
報
を
他
社

の
人
事
担
当
者
と
や
り
取
り
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
日
本
企
業
の

人
事
管
理
面
で
の
同
型
化
が
人
事
担
当
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
促
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
典
型

的
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
急
速
に

日
本
企
業
に
成
果
主
義
の
導
入
が
進
ん
だ
こ

と
の
一
つ
の
根
拠
と
も
な
り
得
よ
う
。
ま
た
、

同
型
化
の
も
た
ら
す
帰
結
と
し
て
、
企
業
横

断
的
な
賃
金
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

４ 

．
人
事
部
門
が
行
う
苦
情
処

理―

多
様
な
ル
ー
ト
で
人
事

部
門
に
苦
情
を
集
約

　

伝
統
的
に
は
、
苦
情
処
理
の
担
い
手
は
労

働
組
合
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
経
営
学
的
に
は
、

近
年
従
業
員
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
人
的

資
源
管
理（
７
）
が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

日
本
特
有
の
歴
史
的
な
文
脈
と
し
て
、
経
営

家
族
主
義
等
々
の
長
年
の
労
使
協
調
の
歴
史

が
存
在
し
た
こ
と
も
あ
り
、
人
事
部
門
が
苦

情
処
理
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
機
能
を
果

た
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調

査
で
は
、
苦
情
処
理
の
年
間
の
回
数
、
苦
情

処
理
の
内
容
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
ル
ー
ト
、

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

場
合
に
人
事
部
門
が

調
整
や
相
談
を
行
う

相
手
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
る
。
ま
ず
、

二
〇
〇
六
年
度
一
年

間
に
人
事
部
門
に
寄

せ
ら
れ
た
苦
情
の
件

数
の
平
均
値
を
み
る

と
六
・
五
回
で
あ
っ

た
。
度
数
分
布
を
み

る
と
、
年
三
〜
五
回

と
い
う
の
が
最
頻
値

で
、
全
体
の
三
割
が

こ
の
中
に
入
る
。

　

次
に
、
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
る
ル
ー
ト
に

つ
い
て
み
る
と
（
図

６
参
照
）、「
上
司
を

通
じ
て
人
事
部
門

へ
」
の
指
摘
率
が
七

六
・
二
％
と
最
も
高

く
、「
口
頭
ま
た
は
メ

ー
ル
で
人
事
部
門
へ
」
が
六
八
・
五
％
と
続

い
て
い
る
。
ま
た
経
営
側
へ
の
公
式
ル
ー
ト

と
も
言
え
る
「
自
己
申
告
書
や
苦
情
処
理
制

度
」
が
四
五
・
一
％
で
あ
り
、
労
働
側
の
公

式
ル
ー
ト
の
「
労
働
組
合
を
通
じ
て
人
事
部

門
へ
」
が
三
九
・
七
％
で
あ
る
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
人
事
部
門
へ
は
実
に
多
様
な
ル
ー

ト
を
通
じ
て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
日
本
企
業
の
人
事
部
門
は
、
効
率

的
に
労
働
者
の
苦
情
を
吸
い
上
げ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
企
業
内
に
お
け
る
労
使
関
係
の

調
整
機
能
の
多
く
を
人
事
部
門
が
果
た
し
て

い
る
、
あ
る
い
は
果
た
し
う
る
こ
と
が
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
人
事
部
門
に
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
が
難

し
か
っ
た
と
人
事
部
門
は
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
で
は
、
二
〇
〇

六
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
中
で
解
決
が

難
し
か
っ
た
苦
情
の
種
類
を
複
数
回
答
で
尋

ね
て
い
る
（
図
７
参
照
）。

　

最
も
指
摘
率
が
高
い
の
は
、
職
場
内
の
人

間
関
係
の
苦
情
で
、
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

調
査
以
外
の
調
査
で
も
た
び
た
び
観
察
さ
れ

る
問
題
で
あ
り
、
本
来
人
事
部
が
立
ち
入
る

事
が
で
き
な
い
よ
う
な
上
司
と
部
下
、
同
僚

間
の
人
間
関
係
上
の
苦
情
が
人
事
部
門
に
持

ち
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
多
く
の
企
業
が

苦
慮
し
て
い
る
。
二
番
目
に
多
い
の
は
、
残

業
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
苦
情
で

あ
り
、
人
材
、
労
働
力
と
も
に
不
足
し
た
職

場
で
、
し
か
も
コ
ス
ト
削
減
が
厳
命
さ
れ
る

中
で
発
せ
ら
れ
る
苦
情
で
あ
る
が
、
代
替
要

員
の
コ
ス
ト
な
ど
が
解
決
を
難
し
く
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
賃
金
や
賞
与
に

関
す
る
苦
情
（
二
五
・
二
％
）」、「
評
価
、
査

定
に
関
す
る
苦
情
（
二
四
・
〇
％
）」
と
い

っ
た
人
事
部
マ
タ
ー
の
苦
情
は
、
人
間
関
係

図５　他社の人事担当者との情報交換の内容

図６　人事部門へ苦情が寄せられるルート　　（複数回答）
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の
苦
情
と
比
べ
る
と
半
分
以
下
で
あ
る
。
だ

が
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
が
比
較
的
規
模
の
大

き
な
企
業
を
対
象
に
し
て
い
る
と
い
っ
た
サ

ン
プ
リ
ン
グ
上
の
バ
イ
ア
ス
が
背
景
に
存
在

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
評
価
・
処

遇
制
度
が
未
整
備
な
小
規
模
企
業
で
は
実
態

は
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

５ 

．
最
近
５
年
間
で
人
事
部
門

の
役
割
は
ど
う
変
化
し
た

か
？―

高
ま
る
戦
略
性

　

人
事
部
門
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
重
要
度

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
か
ら
最
近
五
年
間
で
人
事

部
門
の
役
割
の
重
要
度
が
高
ま
っ
た
項
目
を

見
て
み
よ
う
（
図
８
参
照
）。
指
摘
率
が
高

か
っ
た
上
位
二
つ
の
項
目
は
、「
従
業
員
の
勤

労
意
欲
（
モ
ラ
ー
ル
）
の
向
上
（
指
摘
率
七

四
・
五
％
）」
と
「
経
営
戦
略
を
実
行
し
、

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
人
事
制
度
や
施
策

の
開
発
（
六
七
・
五
％
）」
で
あ
っ
た
。
一

九
九
〇
年
以
降
、
多
く
の
企
業
で
経
営
改
革

の
一
環
と
し
て
、
成
果
主
義
人
事
制
度
の
導

入
な
ど
言
わ
ば
「
や
る
気
を
高
め
る
」
よ
う

な
人
事
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
中
で
、

あ
ら
た
め
て
従
業
員
の
モ
ラ
ー
ル
の
向
上
と

い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
こ
の
結
果
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
労

務
管
理
か
ら
人
事
管
理
、
そ
し
て
人
的
資
源

管
理
か
ら
戦
略
的
人
的
資
源
管
理
へ
と
人
事

部
門
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
高
度
化
す
る
中

で
、
最
近
の
日
本
企
業
に
お
い
て
も
、
よ
り

企
業
戦
略
と
合
致
し
た
役
割
の
遂
行
が
人
事

部
門
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
原
因
の
一
つ
の
背
景
に
は
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
あ
る
い
は
メ
タ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
化
（
資
本
、
知
識
、
労
働
力
が
特
定
の
国

に
集
中
せ
ず
、
分
散
し
、
フ
ラ
ッ
ト
化
す
る

状
況
）
が
進
む
中
で
の
企
業
間
競
争
の
激
化

と
い
う
状
況
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
長
期
不

況
の
間
に
採
用
抑
制
を
続
け
た
結
果
、
深
刻

な
人
材
不
足
と
い
う
形
で
、
多
く
の
企
業
の

活
動
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
二
〇
〇
二
年
以
降
の
景
気
回
復
が
進

む
中
で
、
新
卒
者
の
需
要
が
増
し
て
い
る
な

ど
、
企
業
間
の
人
材
獲
得
競
争
も
ま
た
激
化

し
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
だ
ろ
う
。
中

長
期
的
な
企
業
の
将
来
を
担
う
人
材
を
獲
得

す
る
と
い
う
戦
略
的
な
人
事
施
策
の
遂
行
が

多
く
の
企
業
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

一
方
、
労
使
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、「
労

働
組
合
と
の
協
調
的
関
係
の
維
持
」
に
つ
い

て
は
、
重
要
度
が
高
ま
っ
た
と
す
る
比
率
は
、

わ
ず
か
二
一
・
四
％
に
過
ぎ
ず
、
上
位
の
項

目
と
比
べ
る
と
大
き
な
差
が
で
き
て
い
る
。

元
々
労
使
は
協
調
し
て
い
る
た
め
、
重
要
度

に
変
化
は
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

組
合
組
織
率
低
下
に
み
ら
れ
る「
組
合
離
れ
」

が
深
刻
化
す
る
と
と
も
に
、
派
遣
社
員
や
請

負
社
員
な
ど
自
社
以
外
に
雇
わ
れ
て
い
る
非

正
規
労
働
者
が
量
的
に
増
大
し
て
い
る
結
果
、

企
業
別
労
働
組
合
が
働
く
も
の
た
ち
の
代
表

と
は
直
ぐ
に
な
り
得
な
い
と
い
う
事
情
も
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
人
事
部
門
は
労
働

者
の
声
を
汲
み
上
げ
る
な
ど
組
合
の
機
能
を

代
替
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
従
業
員

の
個
別
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
苦
情
処

理
」
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
が
高
ま
っ
た
と

す
る
比
率
は
三
七
・
一
％
で
あ
り
、
こ
の
数

字
の
評
価
は
難
し
い
。
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、

苦
情
処
理
の
対
象
者
が
以
前
よ
り
も
限
定
さ

れ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
個
々
の
労
働
者
の
処
遇
の
個
別
化

に
直
結
す
る
成
果
主
義
の
対
象
と
な
る
正
社

員
よ
り
も
、
正
社
員
以
外
の
多
様
な
就
業
形

態
の
労
働
者
が
量
的
に
増
大
し
た
た
め
、
人

事
部
門
の
守
備
範
囲
は
相
対
的
に
狭
く
、
限

定
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
結
果
は
示

唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
の
結
果
か
ら
、
企
業
内

の
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
人
事
部
門

の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ
の

結
果
、
①
多
く
の
企
業
で
労
使
協
調
に
基
づ

く
労
使
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
②
人
事
部
門
が
企
業

の
戦
略
と
よ
り
密
接
し
た
機
能
と
役
割
を
求

図７　人事部門が解決が難しいと感じた苦情　　（複数回答）

図８　人事部門の役割　重要度が高まった項目
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め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
人
事
部
門
が
企
業

内
に
お
け
る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

能
の
中
枢
と
な
る
と
と
も
に
、
④
他
社
の
人

事
担
当
者
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
企
業

横
断
的
な
労
働
条
件
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
た
。

し
か
し
、
⑤
多
様
な
就
業
形
態
の
労
働
者
が

企
業
内
で
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
事

部
門
の
機
能
が
相
対
的
に
限
定
的
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
も
同
時
に
示
唆
さ
れ
た
。
多
様

な
就
業
形
態
の
労
働
者
の
比
率
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
今
後
は
、
公
正
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
非
正
社
員
の
雇
い
止
め
を
企
業
内
で
ど

の
よ
う
に
ル
ー
ル
化
す
る
か
、
企
業
別
労
働

組
合
が
労
使
協
調
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
今
後
も
存
在
し
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い

っ
た
様
々
な
問
題
が
噴
出
す
る
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
問
題
に
労
使
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
の
か
、
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
言

え
る
。

【
注
】

１
．
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
「
企
業
戦
略
と

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
総
合
調
査
」
を
実
施

し
た
。
こ
れ
と
同
じ
母
集
団
を
対
象
に
二
〇
〇
八
年

二
月
に
「
企
業
に
お
け
る
人
事
機
能
の
現
状
と
課
題

に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
調
査
の
対
象
と
な

っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
時
点
で
、
民
間
の
信

用
調
査
機
関
の
企
業
台
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業

の
う
ち
、
日
本
標
準
産
業
分
類
の
全
産
業
・
中
分
類

か
ら
鉱
業
、
農
林
漁
業
、
協
同
組
合
、
医
療
、
宗
教
、

教
育
、
社
会
保
険
・
福
祉
、
学
術
研
究
機
関
、
政
・
経
・

文
化
団
体
を
除
い
た
産
業
を
主
業
と
す
る
企
業
で
、

な
お
か
つ
従
業
員
数
の
多
い
順
に
上
位
か
ら
数
え
て

一
万
一
八
五
六
社
を
抽
出
し
た
。
倒
産
、
廃
業
や
合

併
等
に
よ
る
企
業
の
消
滅
、
転
居
先
不
明
等
に
よ
る

不
達
一
八
八
通
を
除
く
有
効
回
収
率
は
七
・
九
％
、

有
効
回
収
数
は
九
二
二
票
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
調

査
結
果
は
、
詳
し
い
分
析
の
終
了
後
に
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
労
働
関
係
が
個
別
化
す
る

中
で
の
安
定
し
た
労
使
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
総

合
的
な
研
究
」
サ
ブ
テ
ー
マ
研
究
「
個
別
的
労
使
関

係
が
進
展
す
る
中
で
の
企
業
内
の
労
使
関
係
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
物
と
し
て
公

開
予
定
で
あ
る
。

２
．
こ
の
点
に
つ
い
て
、
労
働
省
労
政
局
（
一
九
五
四
）

を
簡
略
に
整
理
し
た
都
留
康
（
二
〇
〇
二
）

pp.138-139

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
詳
し

く
は
、労
働
省
労
政
局（
一
九
五
四
）『
経
営
参
加
制
度
』

労
務
行
政
研
究
所
な
ら
び
に
都
留
康
（
二
〇
〇
二
）『
労

使
関
係
の
ノ
ン
ユ
ニ
オ
ン
化―

ミ
ク
ロ
的
・
制
度
的

分
析
』
東
洋
経
済
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
．
典
型
的
な
例
が
、
稲
上
毅
（
一
九
八
五
）「
従
業
員
と

職
場
集
団
」
間
宏
，
北
川
隆
吉
編
『
経
営
と
労
働
の

社
会
学
』
第
三
章
，
東
京
大
学
出
版
会
．
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

４
．
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
に
お
い
て
、
労
使
協
議
の
仕
組
み

の
有
無
を
尋
ね
る
質
問
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
貴
社
に
は
、
労
使
で
協
議
を
行
う
仕
組
み
は
あ
り

ま
す
か
。（
労
働
組
合
が
な
い
場
合
で
も
、
経
営
側
と

従
業
員
代
表
と
の
間
で
何
ら
か
の
形
で
協
議
を
行
っ

て
い
れ
ば
、「
あ
る
」
と
お
答
え
く
だ
さ
い
」

５
．
こ
の
質
問
の
選
択
肢
は
、
菅
野
和
夫
（
二
〇
〇
三
）

『
労
働
法
』
第
六
版,

弘
文
堂
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
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Isom
orphism

 and C
ollective R

ationality in 

O
rganizational F

ields,

〞 A
m
erican S

ociological 

R
eview

, V
ol.48, pp.147-160;reprinted in W

. W
. 

P
ow
ell and P

. J.D
iM
aggio (eds.), T

he N
ew
 

Institutionalism
 in O

rganizational A
nalysis,

U
niversity of C

hicago P
ress, 1991

。
な
お
同
型

化
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
安 

田 

雪
・
高 

橋 

伸 

夫
（
二
〇
〇
七
）「
同
型
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
正
統

性―

経
営
学
輪
講D

iM
aggio and P

ow
ell 

（
一
九
八

三
）―

」,

『
赤
門
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー 

』
六

巻
九
号,425-432

を
参
照
さ
れ
た
い
。

７
．
代
表
的
に
は
、D

ave U
lrich

（
一
九
九
七
）

,H
U
M
A
N
 R
E
S
O
U
R
C
E
 C
H
A
M
P
IO
N
S
,H
B
S
 

P
ress.

な
ど
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

た
つ
み
ち
し
ん
ご

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
研
究
員
。
日
本
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
社
会
学
専

攻
単
位
取
得
退
学
。
産
業
社
会
学
専
攻
。
当

機
構
に
お
け
る
最
近
の
主
な
研
究
成
果
と
し

て
、
立
道
信
吾
（
二
〇
〇
八
）「
労
働
組
合
と

労
使
協
議
機
関
の
併
存
の
現
実―

オ
フ
セ
ッ

ト
か
シ
ナ
ジ
ー
か―

」
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー08-06
、S

hingo T
atsum

ichi, 
M
otohiro M

orishim
a 

（
二
〇
〇
七
）, 

"S
eikashugi from

 an E
m
ployee 

P
erspective" , JAPAN

 LABO
R REVIEW

, 
V
O
L
.4, N

O
.2, 79-104.

な
ど
が
あ
る
。

ＪＩＬＰＴ 出版物のご案内
職場のトラブル解決の手引き［改訂版］ 
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3．雇用関係の終了及び終了後 
4．均等待遇、労働者の人権、女性労働等 
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6．外国人労働者 
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